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What can we do for our students in the Learning Commons?， by UEHARA Emi， AKAI Noriaki， Hori Kazunari 
圃』
1圃 はじめに
大阪大学(以下， 本学) では平成21年 4 月と6 月，
附属図書館(以下， 当館)の理工学図書館と総合図
書館にラーニング・コモンズ(以下， LC)を開設し
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ー固
工学図書館のLCをめぐり学生であるTA(Teach­






















理由について， 簡単に触れるO 近年， 大学での学び
のあり方が， (学生へ何事かを教員が教えることを



















































上原ほか . ラーニング ・ コモンズ

































図1 作成したパスファイン んで紹介丈を書いて けになると考えるO またそのような体験は教室での





















(全 4回)であるO なお， 前者については23年度も
同時期に開催した。
同様の企画については多くの大学図書館で先行事
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た「学士力jにおいても， 言語運用技能(1読む， 書























































にした。 まず， 学習行動を， I入手する(情報取得)J， 
「考える(言語理解)J， I表現する(言語表現)Jとい












































































































になっていて， 図書館ホール， グループ学習室， 廊
下を行き来することにより， 館内での多様なコミュ
ニケー ションを実現してもらおうという試みである。
4. 3. 使い方， あれこれ
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4. 4. 理工学図書館LC の課題
先に書いたように， 理工学図書館のLCは小規模
であるが設置されているPCの数が総合図書館より


















































るような仕掛けを組み込むことであるO 適度なPC 1)堀一成「附属図書館ラーニング・ コモンズを利用した教
の数， 適度なパーソナル・スペースの確保など， ス 育実践の試みJ r大阪大学大学教育実践センタ一紀要j 7， 
ペースや財源の制約を同時に抱えることではあるが 2010， p.81-84. 
今後検討すべき課題と考えているo LCをよく知る
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